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～ 小学校でもがんばってね！ ～

主
な
内
容

●第１回度会町定例町議会を開催
●協業センターを耐震改修
●『わたらい子ども読書活動

推進計画』を策定

卒 園 お め で と う
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平
成
₁₉
年
第
1
回
度
会
町
定
例
町
議
会
は
、
去
る
�
月
6
日
か
ら
₁₃
日
に
か
け
て
の
�
日
間
で
開

催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
案
や
当
初
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
３
年
４
月
に
町
長
に
就
任

し
て
か
ら
、
４
期
16
年
に
わ
た
り

町
政
を
担
当
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
第
４
次
お
よ
び
第
５
次

の
総
合
計
画
の
策
定
を
行
い
、
総

合
計
画
に
基
づ
く
町
の
基
盤
整
備

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
な
ど
の

公
園
施
設
整
備
や
役
場
庁
舎
な
ど

の
公
共
施
設
整
備
、
給
食
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
教
育
施
設
整
備
、
南
中

村
保
育
所
な
ど
の
福
祉
施
設
整
備
、

ほ
場
・
農
道
・
林
道
整
備
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
農
林
業
の
基
盤
整

備
、
久
具
都
比
売
橋
、
火
打
石
天

祥
橋
、
当
津
浦
ノ
上
橋
な
ど
の
橋

梁
整
備
、
橋
梁
や
体
育
館
な
ど
公

共
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
、
ほ
ぼ
度
会
町
の
基
盤
整
備
を

町
長
提
案
説
明（
概
要
）

〜 

所　

信 

〜

整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
6
年
に
は
伊
勢
市

で
開
催
さ
れ
た
『
ま
つ
り
博
・
三

重
94
』
に
よ
る
地
域
の
祭
り
の
盛

り
上
が
り
か
ら
、
平
成
７
年
度
に

完
成
し
た
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

の
お
披
露
目
と
あ
わ
せ
て
、
翌
８

年
４
月
に
開
催
し
た
春
ま
つ
り
も
、

今
年
で
12
回
を
数
え
る
に
至
り
、

第
10
回
か
ら
は
民
間
主
導
の
手
作

り
の
祭
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。平

成
12
年
度
に
は
介
護
保
険
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
介
護
老
人
を

在
宅
で
介
護
す
る
こ
と
を
主
題
と

し
て
、
市
町
村
が
保
険
者
と
し
て

運
営
す
る
こ
と
と
な
り
７
年
が
経

過
し
、
高
齢
化
の
進
行
と
要
介
護

者
数
の
増
加
の
中
で
、
年
々
介
護

保
険
事
業
費
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
制
度
で
は
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
が
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
保
険
制
度
化
さ
れ
、

都
道
府
県
単
位
に
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
を
設
立
、
運
営
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
や

医
療
制
度
の
み
な
ら
ず
、
社
会
制

度
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
平
成
12
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
地
方
分
権
一
括
法

に
よ
り
、
明
治
か
ら
続
い
て
き
た

中
央
集
権
か
ら
国
と
地
方
が
対
等

の
立
場
と
な
る
地
方
分
権
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
方
の
役

割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平

成
19
年
度
の
行
政
課
題
と
い
た
し

ま
し
て
、
４
小
学
校
を
平
成
20
年

４
月
１
日
に
度
会
小
学
校
と
し
て

１
校
に
統
合
す
る
た
め
、
現
内
城

田
小
学
校
の
校
地
拡
張
や
校
舎
の

増
築
、
南
中
村
保
育
所
を
中
之
郷

保
育
所
へ
統
合
、
こ
れ
ら
統
合
後

の
遊
休
施
設
の
利
用
計
画
の
樹
立
、

継
続
事
業
で
あ
る
『
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
』『
ふ
る
さ
と
農
道

整
備
事
業
』『
た
め
池
整
備
事
業
』

『
橋
梁
耐
震
補
強
事
業
』
な
ど
の

実
施
と
、
第
３
次
行
政
改
革
実
施

計
画
お
よ
び
第
５
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
の

着
実
な
実
行
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
19
年
度

の
予
算
編
成
方
針
は
、
施
策
、
事

務
事
業
全
般
の
効
率
化
と
取
捨
選

択
を
徹
底
し
、
経
常
経
費
の
節
減

合
理
化
、
単
独
事
業
の
見
直
し
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
任
期
終
了

を
間
近
に
控
え
、
骨
格
予
算
と
し

て
編
成
に
当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
小
学
校
の
統
合
準

備
に
か
か
る
必
要
経
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
統
合
ま
で
の
時
間
的
余

裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算

に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

第１回度会町定例町議会を開催

平成
19年

小
学
校
統
合
施
設
整
備
事
業
を
中
心
と
し
た

骨
格
予
算
が
決
ま
る

伝承あそび教室のようす
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平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
、
歳
入
歳
出
総
額
を
２
，
９
３

３
，
３
４
１
千
円
、
対
前
年
度
当

初
比
０
．
３
%
、
８
，
５
８
８
千

円
の
増
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
会
計
を

始
め
と
す
る
特
別
会
計
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
目
的
お
よ
び
事
業
内

容
な
ど
に
照
ら
し
た
予
算
編
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
補
正
予
算
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
精
算
見
込
み
に

よ
る
補
正
措
置
を
施
し
た
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

条
例
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
改
正
に
伴
う
副
町
長
定

数
条
例
案
、
人
事
院
規
則
の
改
正

に
基
づ
く
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
な
ど
に
関
す
る
条
例
の
改
正
案
、

福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
終
了
に
伴

う
福
祉
資
金
貸
付
条
例
の
廃
止

案
、
お
よ
び
特
別
会
計
条
例
の
改

正
案
、
耐
震
改
修
完
了
に
伴
う
林

業
協
業
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
廃

止
案
な
ら
び
に
協
業
セ
ン
タ
ー
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例

案
な
ど
10
件
を
、
ま
た
地
方
自
治

法
改
正
に
伴
う
組
合
な
ど
の
規
約

変
更
な
ど
の
承
認
な
ど
９
件
、
本

年
11
月
末
を
持
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

の
人
事
案
件
１
件
を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
，

９
３
３
，
３
４
１
千
円
と
し
ま
し

た
。一

般
会
計
の
主
な
内
容

総

務

関

係

○
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

○
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

○
参
議
院
議
員
選
挙

民

生

関

係

○
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

会
負
担
金

○
児
童
手
当
支
給
額
の
拡
充

衛

生

関

係

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

○	

生
活
習
慣
病
対
策

○	

が
ん
予
防
対
策

農
林
水
産
業
関
係

○
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

○
長
原
口
池
整
備
事
業

○
森
林
環
境
創
造
事
業

○
県
単
林
道
改
良
舗
装
事
業

土

木

関

係

○
地
籍
調
査
事
業

○
橋
梁
耐
震
補
強
事
業

消

防

関

係

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
補
強
事

業教

育

関

係

○
小
学
校
統
合
施
設
整
備
事
業

○
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

○
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

の
活
用

特

別

会

計

◎
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
７
８

２
，
９
４
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
４

４
，
３
４
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１

０
，
６
０
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
７
２

９
，
５
４
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
７

３
，
８
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
19
年
度
郡
指
導
主
事
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
０
，

０
０
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

２
５
，２
９
９
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
１
４
９
，
７
２
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
８
，２
８
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
６
３
，
４
５
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
平
成
18
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

４
５
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１

４
，
１
２
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
福
祉
資
金
貸
付
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

４
６
６
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
５

６
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
４
，８
２
８
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
５
３
９
，
９
２
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
副
町
長
定
数
条
例

◎
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◎
度
会
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
福
祉
資
金
貸
付
け
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

29億3,334万1千円を計上
平成19年度一般会計に

29億3,334万1千円を計上
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平成19年度当初予算	 （単位：千円）

区　　　分 本年度 前年度 比　較 伸び率（％）

一 般 会 計 2,933,341 2,924,753 8,588 0.3

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 782,948 702,422 80,526 11.5

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 144,341 144,960 △ 619 △ 0.4

住 宅 新 築 資 金 等 特 別 会 計 10,602 13,676 △ 3,074 △ 22.5

老 人 保 健 特 別 会 計 729,547 751,943 △ 22,396 △ 3.0

福祉資金貸付事業特別会計 0 1,026 △ 1,026 皆減

介 護 保 険 特 別 会 計 573,800 535,010 38,790 7.3

郡 指 導 主 事
共 同 設 置 事 業 特 別 会 計 10,001 10,000 1 0.0

合　　　　　計 5,184,580 5,083,790 100,790 －

◎
度
会
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
協
業
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

◎
度
会
町
林
業
協
業
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◎
度
会
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◎
度
会
町
予
防
接
種
及
び
健
康
診

査
等
の
手
当
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
三
重
県
自
治
会
館
組
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

◎
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

◎
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
共
同
設
置
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
の

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

◎
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

◎
伊
勢
広
域
環
境
組
合
の
規
約
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
度
会
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

度
会
町
人
権
擁
護
委
員
に
西
田

久
典
さ
ん
（
栗
原
）
を
推
薦
す
る

た
め
の
意
見
を
求
め
た
も
の
。

◎
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

一

般

質

問

○
小
学
校
、
保
育
所
の
統
合
後
の

校
舎
利
用
に
つ
い
て
（
木
本
タ

ヱ
子
議
員
）

○
統
廃
合
に
つ
い
て
（

山
延
男

議
員
）

○
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
に
つ

い
て
・
小
学
校
統
廃
合
後
の
空

き
校
舎
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
・

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

（
溝
口
周
生
議
員
）
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平成19年度 一般会計当初予算歳入・歳出表

（歳入内訳）
区　　分 予算額（千円） 構成比（％） 対前年度比（％）

町 　 税 655,374 22.3 13.7

分担金及び負担金 71,489 2.4 6.7

使用料及び手数料 23,252 0.8 4.8

財 産 収 入 2,282 0.1 208.4

寄 附 金 1 0.0 0.0

繰 入 金 132,170 4.5 △ 3.3

繰 越 金 40,000 1.4 △ 20.0

諸 収 入 62,900 2.2 11.7

〈自主財源計〉 987,468 33.7 8.6

地 方 譲 与 税 46,000 1.6 △ 57.9

利 子 割 交 付 金 3,300 0.1 △ 23.3

配 当 割 交 付 金 3,000 0.1 200.0

株式等譲渡所得割交付金 3,000 0.1 200.0

地方消費税交付金 65,000 2.2 △ 7.1

自動車取得税交付金 31,000 1.1 3.3

地方特例交付金 4,200 0.1 △ 81.5

地 方 交 付 税 1,192,846 40.7 △ 6.1

交通安全対策特別交付金 1,000 0.0 25.0

国 庫 支 出 金 165,334 5.6 61.3

県 支 出 金 146,293 5.0 6.9

町 　 債 284,900 9.7 6.8

〈依存財源計〉 1,945,873 66.3 △ 3.5

合　　　　計 2,933,341 100.0 0.3

（目的別歳出内訳）
区　　分 予算額（千円） 構成比（％） 対前年度比（％）

議 会 費 59,335 2.0 △ 8.2
総 務 費 385,155 13.1 △ 29.5
民 生 費 808,258 27.6 4.3
衛 生 費 248,272 8.5 △ 0.4
農 林 水 産 業 費 173,809 5.9 △ 16.6
商 工 費 21,355 0.7 △ 1.4
土 木 費 132,204 4.5 △ 33.5
消 防 費 142,926 4.9 △ 8.2
教 育 費 553,010 18.9 71.3
災 害 復 旧 費 1 − −
公 債 費 395,069 13.5 7.0
諸 支 出 金 3,947 0.1 15.6
予 備 費 10,000 0.3 −

合　　　計 2,933,341 100.0 0.3

（性質別歳出内訳）
区　　分 予算額（千円） 構成比（％） 対前年度比（％）

人 件 費 782,406 26.7 △ 3.6
扶 助 費 220,856 7.5 7.2
公 債 費 395,069 13.5 7.0

〈義務的経費計〉1,398,331 47.7 0.8
普通建設事業費 493,285 16.8 3.5

（補 助 事 業 費） 274,312 9.4 47.3
（単 独 事 業 費） 206,517 7.0 △ 27.9
（県営事業負担金） 1,000 0.0 −
（受 託 事 業 費） 11,456 0.4 275.7
災害復旧事業費 0 − −

（補助事業費・災害） 0 − −
（単独事業費・災害） 0 − −
〈投資的経費計〉 493,285 16.8 3.5
物 件 費 444,831 15.2 △ 1.9
維 持 補 修 費 22,691 0.8 △ 38.9
補 助 費 等 330,806 11.3 △ 0.5
積 立 金 947 0.0 129.3
投資・出資・貸付金 3,000 0.1 −
繰 出 金 229,450 7.8 1.9
予 備 費 10,000 0.3 −

〈その他の経費計〉1,041,725 35.5 △ 1.8
合　　　計 2,933,341 100.0 0.3
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

▽
問
合
先

　

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
２
）

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

₁₄
日
以
内
に
届
出
を
！
国
民
健
康
保
険

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退

し
た
と
き

○
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き
○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
⋮
⋮

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
資

格
が
で
き
た
月
ま
で
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
証
が
な

い
の
で
届
出
す
る
ま
で
の
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

○
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

○
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

脱
退
の
届
出
が

遅
れ
た
と
き
は
⋮
⋮

国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
後
で
、
国
民
健
康
保
険
証

で
医
療
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し
た

分
の
医
療
費
を
あ
と
で
国
民
健
康

保
険
に
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
を

脱
退
す
る
と
き

町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保

険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病

の
早
期
発
見
お
よ
び
予
防
に
努
め

る
た
め
、
簡
易
人
間
ド
ッ
ク
受
診

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
診
の
申
し
込
み
お
よ
び
助
成

金
交
付
申
請
手
続
き
な
ど
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
、
年
に
１
回
は
お
身
体
を

総
点
検
す
る
た
め
に
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

▽
助
成
の
対
象　

度
会
町
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
、
40
～
69

歳
ま
で
の
人

▽
助
成
金　

健
診
料
の
２
分
の
１

の
額
（
最
高
２
万
円
ま
で
）

※
１
人
年
１
回
と
し
、
健
診
料
に

係
る
消
費
税
は
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

▽
手
続
き

■
町
と
の
人
間
ド
ッ
ク
実
施
契
約

医
療
機
関
で
受
診
の
場
合
（
山

田
赤
十
字
病
院
・
市
立
伊
勢
総

合
病
院
）

①
健
診
申
込　

直
接
医
療
機
関
で

申
し
込
み
、
受
診
日
を
決
定
し

ま
す
。

②
受
診
票
兼
助
成
金
交
付
申
請　

受
診
前
に
役
場
で
申
請
を
し
、

受
診
票
の
発
行
を
受
け
ま
す
。

③
受
診　

受
診
票
を
持
参
し
、
健

診
料
の
２
分
の
１
を
医
療
機
関

の
窓
口
へ
支
払
い
ま
す
。

④
助
成
金
の
支
払　

役
場
か
ら
医

療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
受
診
の

場
合

①
健
診
申
込　

直
接
医
療
機
関
で

申
し
込
み
、
受
診
日
を
決
定
し

ま
す
。

②
受
診　

健
診
料
全
額
を
医
療
機

関
の
窓
口
へ
支
払
い
ま
す
。

③
助
成
金
交
付
申
請　

領
収
書
お

よ
び
健
診
の
成
績
表
を
添
え
て

役
場
へ
申
請
し
ま
す
。

④
助
成
金
の
支
払　

受
診
者
へ
健

診
料
の
２
分
の
１
を
助
成
金
と

し
て
支
払
い
ま
す
。

国
保
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

出産育児一時金の『受領委任払』
とは、世帯主が医療機関などを受取
代理人として事前に出産育児一時金
を申請することで、医療機関などが
被保険者に対して請求する出産費用
の額を限度（上限３５万円）として、
医療機関などが世帯主に代わって出
産育児一時金を受け取ることができ
る制度です。

受領委任払を利用することで、医
療機関などでの出産費用の支払いに
対する一時的な負担を軽減すること
ができます。

出産予定日の１か月以内に被保険
者証、母子健康手帳をご持参のうえ
福祉保健課で申請をしてください。

出産育児一時金の
『受領委任払』で

負担を軽減
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交通事故など第三者から
被害を受けた場合も届出を

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
、
医
療
機
関
で
支
払
っ
た

医
療
費
の
月
額
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
を
す
る

こ
と
で
超
え
た
分（
高
額
療
養
費
）

が
払
い
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の
交
付

を
受
け
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
入
院
時
に
限
り
窓
口
負
担
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
で
済

む
こ
と
に
な
り
、
一
時
的
な
費
用

負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の

提
示
が
必
要

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
は
、

入
院
す
る
医
療
機
関
へ
で
き
る
だ

け
早
く
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の
交

付
を
受
け
た
い
人
は
、
保
険
証
・

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役
場
福
祉

保
健
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者

減
額
認
定
証
』
が
交
付
さ
れ
、
食

事
代
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
未

払
い
が
あ
る
と
、
交
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

限
度
額
を
超
え
れ
ば
払
い
戻
し

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
同
じ
月
に
外

来
や
他
の
医
療
機
関
で
の
入
院

で
、
別
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
や
、
同
じ
世
帯
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
な
ど
は
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
て
支
払
っ
た
分
が
、『
高

額
療
養
費
』
と
し
て
払
い
戻
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
方
法

に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

入
院
時
の
窓
口
で
の

支
払
が
限
度
額
ま
で
に

自己負担限度額（月額）

所得区分 ３回目までの
限度額

4 回目以降の
限度額

一　般
80,100円＋
（医療費－267,000円）

×１％
４４,４００円

上位所得者
150,000円＋
（医療費－500,000円）

×１％
８３,４００円

住民税非課税
世　　　　帯 ３５,４００円 ２４,６００円

我が国における急速な少子化の進行など
を踏まえ、若い子育て世帯などの経済的負
担の軽減を図るため、平成１９年４月１日
から児童手当制度が拡充されます。

拡充の内容
３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童

手当の額が、第１子および第２子について
増額し、出生順位にかかわらず一律月１万
円となります。

なお、３歳以上の児童の児童手当の額、
支給対象年齢および所得制限限度額につい
ては現行のとおりです。

施行日は平成１９年４月１日で、拡充後
の最初の支給月は平成１９年６月になります。

今回の手続きは不要
今回の改正では、受給者から特に手続き

を行う必要はありません。
平成１９年４月から３歳未満の児童手当

などの額は一律月額１万円となりますが、
３歳到達後の翌月からは、第１子および第
２子の手当額は５千円となります。

▷問合先　役場福祉保健課
　　　　　（☎６２－２４１３）

児童手当の額と支給
現　行

０歳以上
３歳未満 ３歳以上

第１子・第２子 月額５千円 月額５千円

第３子以降 月額１万円 月額１万円

改　正
０歳以上
３歳未満 ３歳以上

第１子・第２子 月額１万円 月額５千円

第３子以降 月額１万円 月額１万円

平成19年４月１日から
児童手当制度を拡充
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介
護
保
険
と
介
護
予
防

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
18
年

４
月
の
改
正
に
よ
り『
介
護
予
防
』

に
も
重
点
を
置
い
た
仕
組
み
に
変

わ
り
、
重
い
介
護
が
必
要
と
な
る

前
に
、
積
極
的
に
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
申
請
後
の
要
介
護
認

定
審
査
会
で
決
定
さ
れ
る
要
介
護

度
の
、要
介
護
１
～
５
の
前
に『
要

支
援
１
』
と
『
要
支
援
２
』
と
い

う
区
分
が
で
き
、『
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
』
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

町
内
の
人
は
次
の
よ
う
な
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
利
用
し
て

い
ま
す
。

◦
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
）

◦
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）

◦
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
、『
度
会
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
連
絡
や
調
整
な
ど
の
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

介
護
予
防

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
、
各

市
町
村
に
開
設
さ
れ
た
『
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、『
要

支
援
１
・
要
支
援
２
と
認
定
さ
れ

た
人
』
と
、
認
定
を
受
け
る
ほ
ど

で
は
な
い
が
、
今
後
の
こ
と
を
考

え
て
『
介
護
の
必
要
が
な
い
よ
う

に
予
防
し
て
い
き
た
い
人
』
に
関

わ
る
仕
事
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
度
会
町
で
は
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
介

護
や
医
療
、
福
祉
の
相
談
支
援
、

制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

介
護
や
福
祉
の
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
」「
介
護
の
こ
と
で
困

っ
て
い
る
」「
福
祉
の
こ
と
で
相

談
し
た
い
け
ど
、
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
」「
利

用
で
き
る
施
設
を
教
え
て
ほ
し
い
」

「
要
介
護
と
要
支
援
は
ど
う
違
う

の
か
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い

っ
た
、
た
く
さ
ん
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
や
福
祉
な
ど
で
知
り
た
い

こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
一
度

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

度
会
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
︱
１
１
１
８
）

その１

『住み慣れたこの町で、いつまでもいきいきと暮らそう』

地域包括支援センターだより

平成１９年４月１日現在　介護度の区分（７段階）
軽度 重度

介護予防 介護
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

状態の改善や悪化を防ぐ
ことができる

と認定審査会で判断された人。
介護が必要と認定審査会で判断された人。
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介護保険の申請から認定までの流れ

① 申　請
申請窓口は福祉保健課、または地域包括支援センター（保健センター内）。

※申請用紙は各窓口にあります。

↓

②
主治医の意見書

・
訪問調査票

◦主治医の診察を受けて、意見書を作成してもらいます。

◦調査員が申請者の自宅を訪問し、その心身の状態について調査を行います。

↓

③ 認定審査会 申請者がどの階層の介護度に該当するのか、医師などが②の書類を見ながら
審査をします。

↓

④ 認　定
（介護度の決定）

要支援１～２ 介護予防サービス	→地域包括支援センターが担当

要介護１～５ 介護保険サービス	→居宅介護支援事業所を選択

旧
役
場
跡
地
の
度
会
町
林
業
協

業
セ
ン
タ
ー
を
耐
震
改
修
し
、
各

種
団
体
な
ど
が
利
用
で
き
る
『
度

会
町
協
業
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
、
度
会
町
と
南
伊

勢
町
の
児
童
生
徒
の
相
談
に
あ
た

る『
度
会
郡
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
』

を
開
設
す
る
ほ
か
、
宮
川
流
域
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
、
各
種
会
議
・
講
演
会
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役

場
総
務
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
総
務
企
画
課

（
☎
６
２
︱
２
４
２
１
）

耐震改修された協業センター

協
各
種
会
合
に
利
用
可
能

業
セ
ン
タ

ー
を

耐

震
改

修
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もっと 読 書を

楽し もう！
『
わ
た
ら
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
』を
策
定

去
る
２
月
₂₈
日
、役
場
第
５
会
議
室
で
﹃
わ
た
ら
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画 

報
告
会
﹄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

度
会
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
会
︵
西
田
惠
子
委
員
長
ほ
か
委
員
₂₁
名
︶
は
、
町
教
育
委
員
会
の

委
嘱
を
受
け
﹃
わ
た
ら
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
﹄
の
策
定
に
向
け
て
、﹁
子
ど
も
の
読
書
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
﹂
な
ど
を
実
施
し
、
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
審
議
︵
６
回
の
会
議
を
開
催
︶
を
経
て
、
意
見
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
計
画
の
柱　

１
計
画
の
基
本
方
針
、
２
家
庭
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
、
３
地
域
に
お
け
る
読

書
活
動
の
推
進
、
４
学
校
な
ど
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
、
５
町
教
育
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
概
要
を
説
明

し
、
西
田
委
員
長
よ
り
大
野
町
長
に
計
画
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
報
告
会
を
踏
ま
え
て
、
同
日
、﹃
わ
た
ら
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
﹄
を
策
定
し
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

わ
た
ら
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画（
概
要
）

Ⅰ　

計
画
の
基
本
方
針

度
会
町
は
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

13
年
法
律
第
１
５
４
号
）
第
９
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、『
わ

た
ら
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
』
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
推
進
計
画
は
、
計
画
の
期

間
を
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
ま
で
の
５
か
年
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
本
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
次

の
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

１　

家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
で

連
携
し
て
読
書
活
動
を
推
進
し
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た

め
の
諸
条
件
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

２　

町
教
育
委
員
会
の
役
割
を
明

確
に
し
、
効
果
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
読

書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

Ⅱ　

家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
に

お
け
る
読
書
活
動
の
推
進

１　

家
庭

乳
幼
児
期
に
は「
読
み
聞
か
せ
」

を
好
み
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ

て
自
ら
本
を
手
に
と
っ
て
読
書
す

る
こ
と
を
好
む
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

①
家
族
で
の
読
書
の
す
す
め

②
読
書
に
関
す
る
行
事
へ
の
参
加

の
す
す
め

２　

地
域

町
内
に
は
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー

ク
ル
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
に
対
す
る
機
運
は

高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
近
隣
市

町
の
図
書
館
へ
出
か
け
、
本
を
借

り
に
行
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
次

の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
度
会
町
中
央
公
民
館
、
度
会
町

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

読
書
活
動
の
推
進

②
民
間
団
体
に
お
け
る
読
書
活
動

の
推
進
と
そ
の
育
成

③
「
子
ど
も
読
書
の
日
」「
秋
の

読
書
週
間
」
な
ど
で
の
取
り
組

み
の
推
進

④
南
伊
勢
高
等
学
校
度
会
校
舎
図

書
館
の
地
域
開
放
に
つ
い
て
の

広
報
と
利
用
の
推
進

ま
た
、
公
立
図
書
館
の
役
割
を

担
う
度
会
町
中
央
公
民
館
図
書
室

や
度
会
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
図

書
室
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
細
か

く
分
析
し
、
次
の
よ
う
な
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

①
度
会
町
中
央
公
民
館
図
書
室
、

度
会
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
図

書
室
の
図
書
を
整
備
・
充
実

②
地
域
の
読
書
関
係
団
体
へ
の
支
援

③
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
の
た
め
の
条
件
整
備

④
広
報
啓
発
活
動
の
充
実

⑤
図
書
担
当
職
員
な
ど
へ
の
研
修

機
会
の
確
保

３　

学
校
な
ど

（
１
）
小
・
中
学
校

小
・
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
読
書
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、

ど
の
学
校
に
お
い
て
も
朝
の
読
書

や
図
書
館
祭
り
な
ど
の
、
さ
ま
ざ

ま
な
読
書
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
で
も
読
み
た

い
本
を
手
に
と
っ
て
読
め
る
環
境

が
十
分
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
身
近
に
本
が
あ
る
環
境
づ
く
り

②
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
時
間

の
確
保
と
計
画
的
な
読
書
活
動

の
推
進

③
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
教
職
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員
の
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参

加
と
学
校
司
書
の
計
画
的
配
置

の
検
討

④
読
書
関
係
団
体
や
保
護
者
な
ど

と
の
連
携
と
協
力

⑤
保
護
者
へ
の
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
の
働
き
か
け

（
２
）
保
育
所

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
定
期
的

に
園
児
や
保
護
者
向
け
に
本
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
お
り
、
大
変
好

評
で
す
。
ま
た
、「
読
み
聞
か
せ
」

に
つ
い
て
も
「
好
き
」
と
答
え
る

園
児
も
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、
次

の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
図
書
の
整
備
と
充
実
を
図
り
、

本
の
貸
し
出
し
に
よ
る
親
子
読

書
の
す
す
め

②
読
書
関
係
団
体
や
保
護
者
な
ど

と
の
連
携
と
協
力

③
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
研
修
会
へ
の
積
極
的

な
参
加

④
保
護
者
へ
の
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
の
働
き
か
け

（
３
）
子
育
て
支
援
の
場

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
子
育
て

支
援
事
業
に
お
い
て
、
親
子
で
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保

健
事
業
と
協
働
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
も
実
施
し
、
保
護
者
に
読

書
を
通
し
て
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
た
め
、
次
の
よ
う
な

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
保
護
者
に
読
書
を
通
し
て
親
子

で
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を

啓
発

Ⅲ　

町
教
育
委
員
会
の
役
割

１　

推
進
体
制
の
整
備

『
度
会
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議 

読
書
推
進
部
会
』
の
設
置

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

読
書
活
動
の
推
進
の
た
め
、『
度

会
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議　

読

書
推
進
部
会
』
を
設
置
し
、
次
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

①
町
内
に
お
け
る
子
ど
も
読
書
活

動
の
推
進
に
関
す
る
取
組
を
進

め
る
と
と
も
に
進
捗
状
況
を
把

握
し
、
必
要
に
応
じ
て
助
言
し

た
り
、
随
時
、
見
直
し
を
行
っ

た
り
し
ま
す
。

②
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
を
立
案
し
ま
す
。

③
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
関

す
る
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
を

開
催
し
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

大
人
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
︱
２
４
２
２
）

わたらい子ども読書活動推進

行 政

地域での推進 

家庭での推進 

学校などの推進
小・中学校、保育所、子育て支援 

平成19年度　町内小中学校教職員などの人事異動
学校名等 転　出 転　入

職　名 氏　名 着任校 職　名 氏　名 前任校

内城田小学校

教頭 見並　三枝子 退職 教頭 中村　吉宏 中川小
教諭 仲世古　照代 退職 教諭 河俣　典子 外城田小
教諭 大藪　多佳子 豊浜西小 教諭 伊藤　京子 南島東小
教諭 森嶋　千恵子 有田小 教諭 山野　万里華 御薗小
教諭 辻本　美佳子 南島東小 学校栄養士 岡山　邦枝 県教委

学校栄養士 西山　なつ 今一色小
中川小学校 教頭 中村　吉宏 内城田小 教頭 中瀬　　敦 穂原小

教諭 西村　佳子 大湊小
一之瀬小学校 校長 上野　秀司 有田小 校長 前田　麗子 成基小

教諭 保地　里美 下外城田小

度会中学校

校長 中村　俊郎 退職 校長 中西　正典 田丸小
教諭 山上　幸裕 南島中 教諭 後藤　安代 玉城中
教諭 倉田　行久 大内山中 教諭 皿屋　好則 南勢中

養護教諭 伊藤　知佐子 玉城中 教諭 神広　敏夫 南勢中
事務 濱口　佳子 早修小 教諭 長島　達郎 殿町中（松阪市）

教諭 大塚　まゆみ 玉城中
養護教諭 河俣　磨智子 五ヶ所小
事務 林　　ゆみ子 南島西中

町教育委員会 派遣社会教育主事 石谷　正秀 県教委
度会郡教育
支援センター

指導員 後藤　安代
指導員 平賀　由純
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大釋恭治議員が
全国町村議会議長会から表彰
去る２月６日、平成３年から１５年余にわたり、

度会町議会議員を務めている大釋恭治議員（脇出）
に、永年、地方自治の振興および発展に尽くされ
たとして、全国町村議会議長から表彰状が贈られ
ました。

おめでとうございました。

町では、一層の町政の透明化、情報公開を進め
るとともに行政サービスを充実させるため、ホー
ムページをリニューアルし、４月から公開してい
ます。

知りたいことが調べやすく誰にでも使いやすい
デザインとなっています。

ぜひ一度ご覧ください。
アドレス　http://www.town.watarai.mie.jp/
▷問合先　役場総務企画課（☎６２－２４２１）

『度会町ホームページ』を
リニューアル
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子どもの歯の健康を考えるシリーズ⑨子どもの歯の健康を考えるシリーズ⑨

『短期間でも、子どものお口の状況は改善できた！』

２月に小学校、保護者、歯科医院、行政機関が再度集ま
り、児童の歯肉炎予防活動への取り組みを振り返りました。

今回は１年間の取り組みの結果をお伝えします。
▷問合先　役場福祉保健課

（☎６２－１１１２）
小学校では
『たった５か月で、子どものお口の状況が改善されました！』
４月：歯科の定期健診で取り組み前のお口の状況を確認
６月：歯科医による歯の衛生教室と歯肉検査で、歯垢の付着や口中細菌の

活動のようすなどを伝え、歯みがき指導を実施
９月：高学年の歯肉検査と歯みがき指導で変化を確認
４月に比べ９月では、歯垢がない子、歯肉がきれいな子が増えました。特

に歯垢については改善された割合が高く、皆さんの『歯垢を取り除く』とい
う意識が高まっているようです。

歯肉の状態は大きくは改善されていないので、今後も『歯肉もマッサージ
が必要』であることを伝えていきます。

９月以降も、学校集会で子どもたちが『歯の健康』をテーマに発表を
したり、『歯みがきタイム』時の歯みがき指導の充実などに取り組んで
います。

寝る前に家族揃って、やさしく、丁寧に“１０分間”歯をみがこう !

保護者グループでは
広報紙や学校から便りは、自分も含めて保護者はあま

り読んでいないことが多いと分かりました。
学校でしっかり取り組んでもらっている反面、家庭で

はあまりやれていないと感じます。これからは子どもに
「歯みがきした ?」と聞いていきたいです。		

行政機関グループでは
広報紙を通じ、小学校での取り組みや歯肉炎予防など

について幅広い世代の方にお伝えしてきました。
子どもから高齢者まで、皆さんが美味しく食事をし、

豊かな毎日が過ごせるよう、今後も乳幼児期からのお口
の健康づくりに取り組んでいきます。

次回６月号では、６年生の歯肉炎が２９% から１０% に減ったかどうかの結果をお知らせします。

町の歯医者さんより
☆歯肉炎は放置すると歯周病になっていきます。歯周病になってしまうと、治す
のに時間もかかり大変です。歯肉炎対策は歯周病予防に、とても意義があるこ
とを知っていてもらいたいです。

☆子どもに任せるだけでなく、ご父兄がお口の清掃に少しでも意識を高めてもら
うことで、必ず子どもたちのお口の状態が改善されると確信しております。お
子さまの健康のため、ご協力をお願い申し上げます。

一生使う歯を守るのは、食後の正しい
歯みがきです。おうちでの歯みがきが大
切ですね。　　　　～養護教諭より～

月別歯垢付着状況
４月 ９月

４月 ９月
月別歯肉の健康状況

なし 少し有り たくさん有り

問題なし 経過観察 要注意

94人
59％

66人
41％

80人
50％

41人
25％

25人
16％

95人
59％

77人
48％

4人
2％

15人
9％

8人
5％

63人
39％76人

47％
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

vol. ₂₃

学校の特色
「鍛えよう心身	育もう知性	磨こう感性～『生きる力』のトライアングル～」という校舎制の教育方針のもと、

南伊勢高等学校度会校舎は、これまでの HOT な校風（Honesty：地道に取り組もう。Objectives：目的をもった
高校生活を送ろう。Talent：それぞれの才能を磨こう。）や独自性に基づき、一人ひとりを大切にした教育を守り
続けています。豊かな自然に囲まれ、地域の多様な世代と連携したさまざまな事業を通して、子どもたちの中に「剛
き心」「直き心」「寛き心」が育まれ、心に潤いのある人間が育成されています。これらの「豊かな心」の育成は、
勉強や部活動の活性化にもつながり、東海および全国大会出場というすばらしい成果へとつながり始めています。

私たち教職員は「社会に出て困らない人間を育てたい」という教育理念を核としながら、「生徒に自信を、保護
者に安心を、地域に信頼を」を合い言葉に、今世紀をたくましく生き抜く新しい人間像を求めて日々教育活動に専
念しています。まさに今が旬の「安全・安心で潤いのある学校」であると自負しています。

生徒や顧問の手で大きく変わったグラウンド・ソフトテニスコート
昨年度１年間で本校グラウンドやテニスコートが大きくさま変わりしました。
まず４月早々プラスチックケース４個を組み合わせてのジャンプ練習用

ボックスに続いて、砲丸投げ練習用ピットを陸上競技部員と顧問が一緒に
なって作りました。毎日の練習のあい間を利用しながら、自前でグラウンド
の練習施設を増設・整備したり、フィールドやトラックのライン整備をした
りして、次々と工夫が重ねられていきました。そうした地道な取り組みが、
ＰＴＡ役員からやり投げ用タータンを贈呈していただく支援につながり、更
なる施設の整備が進みました。

その後、野球部でも防球ネットのサビ落とし、塗り替え、ネットの張り替えと、生徒と顧問との共同での自主的
改善活動やソフトテニス部のコート整備へと広がるなど、すばらしい相乗効果を生みだし、今やグリーンサンドを
敷き詰めた見事なグラウンドやテニスコートに生まれ変わりました。こうした生徒や顧問の熱心な部活動への取り
組みは、部活動の戦績にも反映し、ますます部活動の活性化が期待される状況になっています。

南伊勢高等学校度会校舎第1期生卒業証書授与式と進路状況
３月１日、南伊勢高等学校度会校舎として第１回目となる卒業式が行わ

れました。卒業式では、高校３年間の思い出の写真をスライドで映しながら、
卒業生代表の２人が答辞を述べました。そして、卒業生全員で「マイバラー
ド」という曲を合唱しました。その他にも、卒業生のクラス T シャツや旗、
文化祭で製作した大きな
貼り絵、各自の目標など
が式場に飾られ、卒業生
自らが作りあげた心温ま
る式となりました。

卒業生の進路状況は、就職希望者４９人に対して４５人が内定
をもらい、進学希望者１７人は既に全員が合格しています。これ
は、卒業生のがんばりによるところが大きいと思っています。何
事も前向きに取り組む姿勢がよく表れていました。進路選択は、
一生の問題です。じっくりと自分を見つめ、人生設計をして、希
望の進路が実現するように、これからも頑張ってほしいと願って
います。

図書館開放予定日
度会校舎図書館は次の日程で地域の皆さんに開放しています。

生まれ変わったグラウンド

４月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
× × × ○ ○ ○ ×
8 9 10 11 12 13 14
× × ○ × × ○ ×
15 16 17 18 19 20 21
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
22 23 24 25 26 27 28
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
29 30
× ×

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了
承ください。

◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

心温まる卒業式
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男女共同参画の意識
「男は仕事、女は家庭」といった固定的な意識は年々薄

れてきているものの、家庭や地域、職場などではこうした
意識により、多様な生き方の選択や能力を阻害する要因と
なることがあります。

平成１５年度の県民意識調査では「男は仕事、女は家庭」
の考え方について「同感しない」と思う人が全体の６０%
あるのに対し、男女間では１０% の開きがあり、意識の
差が現れています。

社会全体での男女の地位については「平等である」と回
答している男性は女性の２倍を超える一方、女性の７割以
上が「男性の方が優遇されている」と回答しています。

家庭内の役割やＤＶ（身近な男女間での暴力）などを含
め、あらゆる視点から意識を変えていく必要がります。

男女共同参画のＱ & Ａ
Ｑ１　男女共同参画は「男らしさ」「女らしさ」を否定す

る考え方なの？
個人の内面に関わる「らしさ」を否定するものではあり

ません。個人の特性を「らしさ」で分けることは、「男は
こうあるべき」「女はこうすべき」という固定的な役割分
担意識を生みだし、一人ひとりの個性や能力を発揮する機
会を奪ってしまう恐れがあります。

男女共同参画は、それぞれの個性を尊重し個人の能力が
充分に発揮できる社会を目指すものです。

Ｑ２　男女共同参画は女性だけのもの ?
「男は仕事、女は家庭」といった性別による意識は、今

もなお残っています。こうした意識により作られた男性中
心社会は、女性の社会活動を不当に制限してきましたが、
子育てに参加したくてもかかわる余裕もないほど仕事に追
われ、ストレスを一身に背負ってしまい、その結果男性に
対しても負担を強いてきたという面もあります。

男女共同参画は女性だけのものではありません。男女が
ともにバランスの取れた生活を築くことができる社会です。

Ｑ３　男女共同参画は家族の絆を弱めるのでは ?
男女共同参画は家族が大切であるということを基本にし

ています。
性別による固定的な役割分担の押し付けは否定していま

すが、個々の家庭のあり方を否定しているわけではありま
せん。

男女共同参画は、それぞれが家庭の一員として互いを尊
重することにより家族の絆を深め、よりよい家庭生活を送
ることを目指すものです。 度会町人権・同和教育推進協議会

担当／総務企画課

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
は
、
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別
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か
か
わ
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ず
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去る 3 月 4 日、度会中学校体育館で第３２回

町民剣道大会が開催されました。

声援に包まれた会場内では、熱い戦いが繰り

広げられました。

大会結果（敬称略）

小学生（団体戦）

優　勝　内城田小Ａチーム

準優勝　一之瀬小Ａチーム

３　位　中川小　内城田小Ｃチーム

小学生低学年（個人戦）

優　勝　井上　豊　（小川郷）

準優勝　小牧　裕奈（一之瀬）

３　位　奥田　崇礼（一之瀬）

　　　　西村　優衣（一之瀬）

小学生高学年男子（個人戦）

優　勝　西村　冬威（一之瀬）

準優勝　阪井　愛貴（内城田）

３　位　西岡　俊輔（一之瀬）

　　　　井上　悟　（小川郷）

小学生高学年女子（個人戦）

優　勝　森下　泉　（中　川）

準優勝　作野　真由（一之瀬）

３　位　福岡可奈子（一之瀬）

　　　　亀田　悠希（中　川）

中学生男子（個人戦）

優　勝　橋本　隆芳

準優勝　中川　陽祐

３　位　中西　将貴

　　　　中村　奨兵

中学生女子（個人戦）

優　勝　樋口阿佐子

準優勝　森本　友紀

３　位　坂本　小夏

　　　　中村　美奈

一般（個人戦）

優　勝　中田　元浩

準優勝　出口　眞市

３　位　河井　秀裕

　　　　奥野　起也

優秀賞　西村　冬威（一之瀬）

　　　　中村　航太（内城田）

　　　　橋本　隆芳（度会中）

　　　　樋口阿佐子（度会中）

敢闘賞　中西　小夏（内城田）

　　　　亀田　瑞希（中　川）

　　　　中西　達矢（内城田）

　　　　中井　堅誠（内城田）

　　　　中田　裕二（度会中）　

内城田小Aチームが団体
戦を制す
町民剣道大会

内城田小Aチームが団体
戦を制す
町民剣道大会
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PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る３月２０日、中川小学校の６年生７人と一之瀬小学校の６年生１２人は、卒業記念にアマゴの稚魚を、それぞれ宮川と一之瀬川へ放流しました。この稚魚は、昨年１２月に町商工会から贈られた卵を、６年生が成長の様子を観察しながら、餌やりや温度管理などを行い、この日まで大切に育てました。
子どもたちは、体長５㎝ほどに成長した稚魚に「がんばって生きてね。大きく育って帰ってきてね」と言葉をかけながら流れに放っていました。

去る２月２８日、牧戸区共同墓地で恵泉女学園（東京都）園長ほか関係者や牧戸区の皆さんが参列し、彼岸ざくらの植樹を記念する礼拝が行われました。
牧戸に縁のある故 河井道さんの遺骨が、恵泉女学園のほかに牧戸区共同墓地に分骨されていることを知った関係者の皆さんが、朽ちていたさくらを彼岸ざくらへと植え替え、牧戸区の皆さんとともに河井さんをしのんで賛美歌を歌いお祈りをしました。

恵泉女学園を創立し、教育基本法作成部会のメンバーであった河井さんは、母の住む牧戸をたびたび訪れ、自叙伝『わたしのランターン』の最初の章『彼岸ざくら』で墓地にある彼岸ざくらの老木のことを語っています。

去る３月７日、県猟友会度会支部（小岸政裕支

部長）では、内城田の鳥獣保護区内の棚橋、大野

木、牧戸、平生、大久保、鮠川で、キジ３０羽を

放鳥しました。
役員の皆さん、鳥獣保護員、役場職員から放た

れたキジたちは、大空に向かって、元気よく羽ば

たいていきました。

キジを放鳥
猟友会の皆さん

キジを放鳥
猟友会の皆さん

卒業記念に
アマゴの放流

卒業記念に
アマゴの放流

河井道さんをしのび、
彼岸ざくらを植樹

河井道さんをしのび、
彼岸ざくらを植樹
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お知らせ
INFORMATION

4
April

▶開催日時　４月２９日（日）午前９時～正午

▶開催場所　伊勢志摩総合地方卸売市場内（伊勢市西豊

浜町）

▶内 容　新鮮な青果物、水産物の即売、『せり』の

体験、マグロ解体実演や石狩なべの試食、

木遣りや猿田彦神社敬神青年会さだひこ太

鼓の実演、抽選会や『食に関する』絵画コー

ナーなど

▶そ の 他　当日は市場周辺の交通渋滞が予想されます

ので、公共交通機関をご利用ください。（近

鉄小俣駅より徒歩５分）

▶問 合 先　市場まつり実行委員会事務局

（☎３７－５０５０）

▶問合先
　役場産業建設課
　（☎62－2416）

宮リバー度会パーク『育樹園（貸農園）』の利用者を

募集しています。

▶面 積　約３０㎡

▶利 用 料　３，０００円（年額）

▶そ の 他　応募多数の場合は先着順となりますのでご

了承ください。

▶申込・問合先　町教育委員会事務局

　　　　　　　　（☎６２－２４２２）

『育樹園』の利用者募集

▶募集種目　一般・技術

▶内 容　自衛隊の指揮官・教官・新装備の研究開発

など、重要なポジションにつく幹部を養成

する

▶応募資格　２０歳以上２６歳未満（２２歳未満は大卒

（見込含））の男子・女子。ただし大学院修

士課程修了者は２８歳未満可

▶受付期限　５月１１日（金）まで

▶問 合 先　自衛隊三重地方連絡部伊勢募集事務所

（☎２３－３８８０）

自衛隊『幹部候補生』を募集

伊勢志摩総合地方卸売市場
開場２５周年記念『市場まつり』を開催

バザールわたらい産直市
次回開催日は、４月15日（日）、５月６日（日）です。

▶開催日時　４月１３日（金）・２７日（金）

午前１０時～午後５時

▶開催場所　役場１階　第１会議室

▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

または伊勢・度会地区障害者相談支援

センター『ブレス』（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター『ブレス』
巡回相談を開催

1�広
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シリーズ

今夜の夕食今夜の夕食

おくやみ

おめでた 

今月は、おもてなし料理の紹介です。
来客へのおもてなしだけではなく、
お弁当の一品にもどうぞ！

２月中に届出のあった方	（敬称略）

	子の名前	 保護者名	 字名
大田　唯

ゆ

生
い

奈
な

	 大	 棚　橋
山本　哲

てっ

昇
しょう

	 雄輔	 棚　橋
上山　優

ゆ

依
い

菜
な

	 健太	 注連指
北村　幸

さち

歩
ほ

	 純一郎	 立　花
山本　拓

たく

	 岳	 大久保

２月中に届出のあった方	（敬称略）
	 名　前	 年齢	 字名
西田　美子	 ９２	 棚　橋
井倉　重郎	 ７６	 鮠　川
小林　進	 ７２	 南中村
登　　春子	 ８６	 立　花
小林　ちよ	 ８６	 栗　原
西山　清子	 ９６	 小　川
福井　祐二	 ７４	 大野木
北村　貞子	 ７９	 坂　井
岡田　正	 ８１	 上久具
羽根　 樹	 ８３	 立　花
藤原　よね	 ８８	 茶屋広
池田　コミツ	 ９０	 大野木

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

５月１６日（水）
受付：午後１時１０分

～１時３０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成１９年３月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成１８年１０月生まれのお子さん
◦１２か月児健診

平成１８年５月生まれのお子さん

乳 児 健 診
５月１６日（水）
受付：午後０時３０分

～０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１５年９・１０月生ま

れのお子さん

３歳６か月児健診

保　健　情　報
● 問い合わせは、役場福祉保健課（☎62－1112）まで ●

子育て支援情報

● 問い合わせは、町地域交流センター（☎6�－00�0）または役場福祉保健課（☎62－1112）まで ●

５月１１日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までのお子さん

育児相談（保健相談）

毎週火・金曜日
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん

５月１０日（木） 一之瀬公民館
５月１７日（木） 麻加江生活改善センター
時間：午前１０時～１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

５月２３日（水）
《ひよこグループ》

５月２４日（木）
《うさぎグループ》

時間：午前１０時
　　　　～正午ごろ
場所：町子育て支援

センター
※初回のみ要申込み

わたっこ
広場開放

地区巡回広場
わたぼうし

遊・友・YOUくらぶ

度会町食生活改善推進協議会

おもてなし料理　手まりしいたけ

❶生しいたけは、石づきをとってさっと洗う。
❷はんぺんはみじん切りにして、Ａの調味料、しょうがのみじん切りを
加えてミキサーにかける。

❸えびは皮をむき、背わたをとって２つに切る。アスパラはしいたけの
長さに切る。（アスパラが太いときは、縦半分に切る。）

❹しいたけの裏側に片栗粉をふり、はんぺんのすり身をのせる。間にえ
びとアスパラをはさむようにして２つのしいたけを合わせる。

❺小麦粉、溶き卵、パン粉の順につけ、たっぷりの油でじっくり揚げる。
❻半分に切って盛り付け、レタス、トマトを添える。

材料（４人分）
生しいたけ	 小８枚
はんぺん	 １. ５枚
　　砂糖	 大さじ２分の１
Ａ　塩	 小さじ４分の１
　　片栗粉	 小さじ２分の１
　　酒	 大さじ２分の１
しょうが　	 １かけ
えび	 中４尾

アスパラ	 １本
片栗粉	 適量
小麦粉	 大さじ２
卵	 大２分の１個
パン粉	 ４０ｇ
揚げ油	 適量
レタス	 ８０ｇ
トマト	 小１個

作
り
方

４月の町税	 固 定 資 産 税　第 １ 期19 広
報わたらい（№ 501）



広報 わ
た
ら
い

大台町の老人施設でお年寄りの介護をしている畑
中奈月さん。

現在、彼氏募集中。「優しくて、家庭を大切にし
てくれる人がタイプです」と明るく語ってくれまし
た。

★仕事は
勤務時間も不規則で大変ハードですが、利用者
の方の笑顔を見ると、この仕事をしていて良かっ
たなと思います。

★私生活は
仕事が終わってからは、職場の人たちと一緒に
カラオケに行きます。
あと最近、料理を頑張っています。この前は、
和風ハンバーグを作りました。

★最近感動したことは
東京に住んでいる親友に会いに行ったこと。

★趣味は
友だちと買い物に行くこと。音楽を聴くこと。

★将来の夢は
福祉に関するいろいろな資格をもっととって、
これからの自分の仕事に役立てたいと思います。

★度会町の好きなところは
緑がいっぱいあって、お茶も美味しいし、宮川
で獲れた鮎は最高です。

★今後、度会町に望むことは
もっと福祉施設が増えればいいなと思います。

今 月 の 表 紙
一
日
一
歩

度会町

町 の う ご き
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o.501
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（立 岡）21歳◦O型
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●印刷／文化印刷（有）

去る３月２９日と３０日に、町内各保育所で卒
園式が行われました。
棚橋保育所では、卒園児たちが胸を張って入場

したあと、園長先生から一人ひとりに、お祝いの
言葉とともに保育証書が手渡されました。
卒園児たちは友だちとともに遊び、過ごした思

い出を胸に、保育所をあとにしました。
卒園おめでとうございます。

棚
橋
保
育
所
の
卒
園
式
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

し
た
。

な
ぜ
か
し
ら
大
き
く
育
っ
た
卒
園
児
の
姿

を
見
た
瞬
間
か
ら
涙
が
止
ま
ら
ず
、
感
動
の

あ
ま
り
カ
メ
ラ
を
片
手
に
卒
園
式
が
終
わ
る

ま
で
ず
っ
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。

卒
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年
生

に
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
ね
。

人　口	 男　４, ４６６	（＋ ３）	出生　　５
女　４, ７８２	（− ６）	死亡　１２
計　９, ２４８	（− ３）	転入　２４
世帯数２, ７３５	（− １）	転出　２０

平成１９年２月２８日現在
(　 ) 内は前月比

かがや 
びと

わたらい人人
No.
58輝け輝け

a Person of Shining Watarai 


